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進
む
国
家
に
よ
る
愛
国
心
の
強
制

発行

侵
略
の
陰
で
進
む

ロ
シ
ア
の
愛
国
教
育

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
教
育
と
愛
国
」
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の

ロ
シ
ア
で
は
、
極
端
な
愛

国
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
、

戦
争
に
関
す
る
虚
偽
の
情

報
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い
ま

す
。
英
紙
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
」

は
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
国
で
、

こ
の
戦
争
は
ロ
シ
ア
を
守
る
た
め
」
な
の
だ

と
、
自
国
の
侵
略
戦
争
を
生
徒
の
前
で
正
当

化
す
る
教
師
に
激
怒
す
る
親
の
声
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
紙
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
」
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
教
育
現
場

に
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
歴
史
修
正
主
義

的
な
思
想
を
反
映
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
コ

ン
テ
ン
ツ
が
配
ら
れ
、
今
年
３
月
に
は
全
国

で
５
０
０
万
人
以
上
の
子
ど
も
が
視
聴
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

戦
前
の
日
本
の
絶
対
主

議
的
天
皇
制
下
の
臣
民
教

育
と
同
じ
く
、
戦
時
下
に

お
け
る
教
育
へ
の
政
治
圧

力
は
す
さ
ま
じ
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

第２２１号 日本共産党の政策と活動をお知らせします あなたの声をお寄せください ２０２２年７月２４日

映
画
「
教
育
と
愛
国
」
の
前
身
と
な
っ
た
作

品
は
、
２
０
１
７
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｓ
（
毎
日
放
送
）

で
放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
映

像
17
教
育
と
愛
国
～
教
科
書
で
い
ま
何
が
起

き
て
い
る
の
か
～
』
で
す
。
歴
史
教
科
書
へ
の

政
治
圧
力
に
果
敢
に
切
り
込
み
、
疲
弊
す
る
教

育
現
場
を
丹
念
に
取
材
し
た
本
作
は
、
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

放
送
時
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

監
督
の
斉
加
さ
ん
は
、
最
初
か
ら
映
画
版
を

考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
政

府
か
ら
お
り
て
く
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方
針
に

「
教
育
の
自
由
が
壊
さ
れ
る
」
と
い
う
教
師
の

声
を
聞
き
、
再
び
取
材
を
模
索
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
10
月
に
は
、
菅
政

権
下
で
、
日
本
学
術
会
議
が
推
薦
し
た
新
会
員

６
人
が
任
命
を
拒
否
さ
れ
る
問
題
が
、
発
生
し

ま
し
た
。
教
育
だ
け
で
な
く
学
問
の
自
由
ま
で

政
治
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
に
、
５
年
に
わ

た
る
追
加
の
調
査
、
取
材
を
行
い
、
映
画
版
を

制
作
し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
第
一
次
安
倍
政
権
下
で
教

育
基
本
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
、
戦
後

初
め
て
「
愛
国
心
」
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
太
平
洋
戦
争
中
に
旧

日
本
軍
の
命
令
や
誘
導
に
よ
っ
て
沖
縄
で
集

団
自
決
が
起
き
た
と
い
う
歴
史
教
科
書
の
記

述
が
、
文
科
省
の
検
定
意
見
を
受
け
て
削
除

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
１
４
年
に
第
二
次
安
倍
政
権

の
も
と
で
、
教
科
書
は
政
府
の
統
一
見
解
に

基
づ
く
記
述
を
す
る
よ
う
に
検
定
基
準
が
改

悪
さ
れ
、
教
科
書
に
書
き
込
む
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
菅

義
偉
内
閣
が
太
平
洋
戦
争
中
の
従
軍
慰
安
婦

を
「
慰
安
婦
」
に
、
強
制
連
行
を
「
徴
用
」

と
す
る
歴
史
修
正
を
閣
議
決
定
。
こ
れ
を
受

け
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
圧
力
も
あ
り
、
複

数
の
教
科
書
会
社
が
こ
の
２
点
の
訂
正
申
請

を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

教
育
の
自
由
が
壊
さ
れ
る
！

教
師
の
声
に
映
画
制
作

６
月
に
上
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
教
育
と
愛
国
」
、
安
倍
政
権
が
関
わ
っ
た
約
15
年

間
の
日
本
の
競
争
教
育
と
管
理
教
育
の
暗
黒
の
実
態
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
反
響
が
大
き
く
、
名

古
屋
市
今
池
の
「
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
」
で
、
７
月
30
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
再
上
映
さ
れ
ま
す
。

映
画
『
教
育
と
愛
国
』
に
は
、
「
（
歴
史
か
ら
）
学
ぶ
必
要
は
な
い
」
と
断
言
す
る
保
守
派
の

歴
史
学
者
や
、
戦
争
加
害
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
教
科
書
を
出
版
し
た
こ
と
で
右
派
の
圧
力
に

よ
り
倒
産
し
た
大
手
教
科
書
会
社
の
元
編
集
者
、
そ
の
教
科
書
の
執
筆
を
担
当
し
た
大
学
教
授
な

ど
様
々
な
人
物
が
次
々
と
登
場
し
ま
す
。
私
た
ち
国
民
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
と
未
来
を
創
造
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
か
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
内
容
で
す
。
内
田
保
議
員
が
鑑
賞
し
た

の
で
、
映
画
か
ら
一
部
紹
介
し
、
日
本
の
、
南
知
多
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

<川柳コーナー>

安
倍
元
首
相
の
国
葬
と
い
う
閣
議
決
定
に

「
弔
意
の
強
制
に
な
る
」
「
そ
ん
な
こ
と
に

私
た
ち
の
税
金
を
使
わ
な
い
で
」
な
ど
の
沢

山
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
国
会
で
ウ
ソ

答
弁
１
１
８
回
、
文
書
改
ざ
ん
等
々
し
た
人

物
を
国
税
で
葬
式
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
！

国
会
で
ウ
ソ
答
弁
も
国
葬
か

進
む
教
育
へ
の
政
治
介
入

教
育
内
容
に
監
視
を
！

映
画
で
は
、
教
師
や
市
民
が
見
逃
し
て
い

る
権
力
に
よ
る
教
育
支
配
や
日
本
の
教
育
現

場
で
の
政
治
の
介
入
が
、
す
で
に
深
刻
な
域

に
達
し
て
い
る
こ
と
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。

共
同
通
信
に
よ
る
と
、
直
近
の
参
議
院
選

挙
の
出
口
調
査
で
「
侵
略
戦
争
は
間
違
っ
た

教
育
」
「
正
義
の
た
め
に
戦
っ
た
」
「
素
晴

ら
し
い
大
東
亜
戦
争
」
と
歴
史
認
識
を
歪
め

る
「
参
政
党
」
に
、
18
、
19
歳
の
う
ち
６
・

８
％
が
投
票
、
得
票
率
３
・
３
％
で
公
選
法

上
の
政
党
要
件
も
満
た
し
ま
し
た
。

改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
以
上
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
９
条
改
憲
を
始
め
、

国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
、
戦
争
す
る
国
民
を

つ
く
る
た
め
の
教
育
へ
の
政
治
介
入
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
未
来
を
私
た
ち
は
望
ん

で
い
く
の
か
、
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
知
多
町
の
子
ど
も
た
ち
も
政
府
の
見
解

が
書
き
込
ま
れ
た
教
科
書
で
学
ん
で
い
ま
す
。

政
治
に
よ
る
教
育
現
場
へ
の
統
制
が
、
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
平
和
で
豊
か
な
日
本
、
世

界
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
大
人
が

ま
ず
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


